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化が FUS3遺伝子の発現を制御しており、種子発達に伴うメチル化レベルの変化による FUS3 遺伝子の発現
制御が正常な種子形成に重要であることを示唆している。
　一方、シロイヌナズナの各種 DNAメチル化酵素遺伝子欠損変異体を用い、FUS3遺伝子上流領域のメチ
ル化に関与する DNAメチル化酵素の特定を試みた。その結果、de novo型 DNAメチル化酵素遺伝子である
DRM2の変異体（drm2）においては、FUS3遺伝子上流領域におけるメチル化が成熟種子においで低下して











伝子の発現量との相関を調べ、種子形成時の DNAメチル化には de novo型 DNAメチル化酵素の一種である
DRM2 が関与すること、DNAメチル化レベルと FUS3遺伝子の発現量に負の相関が見られること等をはじ
めて明らかにした。
　以上のように、本研究では、植物種毎にそのターゲット遺伝子は異なるものの、胚特異的転写制御因子遺
伝子の発現制御に DNAメチル化が関与することをはじめて明らかにし、胚成熟時に当該遺伝子の発現抑制
をより厳格に達成するために本機構が関与している可能性を示唆しており、今後の植物胚発生研究に大きな
貢献をするものと期待される。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
